

































































































ジア救援公認団体ララ（Licensed Agencies for Relief in Asia：LARA)の代表を務めていた
227
カナダ人宣教師ジョージ・アーネスト・バット（1892 ～ 1952）によるものでした。言わば、
周辺の地域住民の思いとは別に第三者の意図のもとに構想され、スタートした横須賀基督
教社会館が、名実共に「コミュニティ・センター」として地域を支えるようになるまでには、
30年以上の時間を要したと言われています。
２）阿部志郎.1988.「新しい福祉社会への途」.『日本の地域福祉』１：58-66.
